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2020 年度後期開講にあたり条件付きではあったが 3 年生対象の「英語科教育法 B」を対面授業で実施で





























本小論は、今年度後期に教育実習を体験した「英語科教育実習」4 年生と Online 上で意図的な「共同学習」







中学・高校の英語教員の備えておくべき「一般的英語力」の数値は、文部科学省が平成 15（2003）年 3 月「『英
語が使える日本人』育成のための行動計画」で示した「英検準 1 級取得、TOFL550 点、TOEIC730 点程度
以上」が参考になる。
令和元年の文部科学省「英語教育実施状況調査」概略では上記数値は、【CEFRB2 レベル以上】と言い換え
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を抽出し徹底的に訓練・習得させても、一般的英語力が絶対的に不足していれば、教材の単語・英文を不正
確に発音したり、英文の意味解釈を誤ってしてしまい、早晩生徒の信頼を失うことになるだろう。今年度に
教育実習を行った 4 年生を授業を英語・日本語のいずれで授業を進めたかにより 2 グループに分け個別に
番号・記号（E/J）をつけ、英検取得級、TOEIC 点数、（実習校）の順で示す。（受講生 10 名中 1 名は本稿
執筆中教育実習期間であったので除外した）
（1）授業を英語で進めた（E）
S4E-1：英検 2 級 TOEIC690 点（高）＊英語は授業全体の 65%（約 35 分間）
S4E-2：英検 2 級 TOEIC650 点（高）＊英語は授業全体の 50%（約 25 分間）
S4E-3：英検 2 級 TOEIC 記入なし（高）＊英語は授業全体の 70%（約 30 分間）
S4E-4:英検 2 級 TOEIC710 点（高）＊英語は授業全体の 60%（約 30 分間）
（2）授業を日本語で進めた（J）
S4J-1:英検 2 級　TOEIC 記入なし（中・高）
S4J-2:記入なし（高）
S4J-3:英検 2 級TOEIC700 点　（中・高）
S4J-4:英検記入なし TOEIC600 点　（中）
S4J-5:記入なし（高）
3 年生 5 名を同様に英検取得級、TOEIC 点数、（実習予定校）で示す。
S3-1:英検準 1 級 TOEIC880 点（高）
S3-2:英検 2 級 TOEIC630 点（中）
S3-3:英検 2 級 TOEIC600 点（高）
S3-4:英検 2 級 TOEIC485 点（中）




公立中高も CEFR による CAN-DO リストが学習指導の指標となりつつある。高大接続の観点からも大学の
英語科目のシラバス・レベルが CEFR の CAN-DO リストで統一記述されることは、教職課程履修者だけで
なく全学生を自律した英語学習者とするために今後は必須となろう。英検 HP には、各級の目安として英検
2 級＝高校卒業程度、英検準 1 級＝大学中級程度とされている。学園高校では、高校 2 年生修了時に全員が
英検 2 級取得を必達目標としており、今年度は中学 2 年生で英検準 1 級を取得している生徒も在籍し、高
校では 1 年～ 3 年に 23 名英検準 1 級取得者がいる。英検 2 級の CEFRB1 レベルで一般的英語力が停滞し



























24 の使用区分とを ”FrameworkforObservingandReflectingClassroomEnglish（以下 FORCE）にまとめ、
英語を使うことができるかを 5 段階（5 かなりできる：4 ある程度できる：3 どちらともいえない：2 あま
りできない：1 まったくできない）で学生に回答させて結果を集計している。
対面ではアンケートを実施できないため山森（2013）の使用区分の文章に筆者が文を補足、必要に応じて
具体例を加えたアンケート（表 3）を実施、学生を以下 3 つのグループに分け回答を集計した。
（1）3 年生 5 名　（2020 年 11 月 10 日実施）
（2）4 年生 5 名（授業を日本語で進める教壇実習を行った）（同上）
（3）4 年生 4 名（授業を英語で進める教壇実習を行った）（同上）
表 1. は、上記 3 グループの学生が『今の自分の「英語力」をどうとらえているか』の回答を比較したも
のである。教育実習中英語で授業を進める体験がなかった（2）の 4 年生の英語力に対する自信の在り様は
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表 2. は、「英語で進める授業で求められる英語力」の必要性を 4 年生が教育実習を通してどうとらえたか
















てはならない。私見では、一般的英語力を CEFRB1からB2レベルへ向上させるには、約 1 年間の徹底的
な英語学習が必要である。CEFRB2 の一般的英語力を前提とした「教室内英語力」は、10 分間程度の課題





の丸暗記では、教壇では実際には役に立たない。コロナ過で発生した 2020 年度後期の「英語科教育法 B」
自宅受講生に対して、自宅で実施した模擬授業に対して筆者が徹底的に分析・指導を行うよりも教育実習を
終えたばかりの 4 年生が実体験を伝えつつ模擬授業にコメントをして 3 年生に至らぬ点に気づいてもらう
方が、模擬授業改善に取り組む強い動機づけになると思い Online「共同学習」を計画した。
「英語科教育実習」を受講している 4 年生全員に趣旨を授業内で説明して動画視聴とアドバイスをする事
を「課題化」し、3 年生にフィードバックを送る。3 年生はそれを読み返信をする「共同学習」を 11 月か
ら開始した。これまで筆者の「英語科教育実習」受講の 4 年生は、自分の教育実習の経験を毎年、『英語科
教育実習読本』という小冊子にまとめて次年度の 3 年生に新年度に渡すことをこれまで 10 数年間行ってき
た。また 3 年生の教職ガイダンスに代表者が登壇する前に授業内でプレゼンの在り方を含めた実習と予行演
習の機会を設けてきた。今年度は、4 年生にとって自分がアドバイスをする 3 年生が文字通り見える、アド
バイスをもらった 3 年生から返信があることは「共同・協働」を意識化した取組みとなったと言えよう。
3 年生の模擬授業と Small Talk の実演を 4 年生の協力により充実化する試み
図 2.　3 年生の模擬授業＆ SmallTalk 実施スケジュールと 4 年生との協力関係
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図 2. で 5 分間模擬授業①とモデル授業（1）を実施した時期は、4 年生の大多数は教育実習で不在であった。
5 分間模擬授業②から 4 年生に動画視聴と授業を行った 3 年生へのアドバイスを個別宛に文章とすることを
課題とした。集まったアドバイスを 4 年生は共有した上で、3 年生はそのアドバイスを共有 GoogleDrive で
読み 4 年生に返信することを模擬授業準備と並行させた。本稿の提出締め切りの関係で 4 年生の動画視聴
とコメントは（1）～（3）に限られ 3 年生の反応のまとめと考察も（3）の後までの 2 か月半の期間であった。








第 2 回の SmallTalk を変容させるのに影響を与えたと推察される「共同学習」の要因を 3 年生側に立って
列挙する。
① 3 年生は 5 分間模擬授業動画②を視聴した 4 年生 7 名から個別に＜コメント（1）＞をもらい、模擬授業
に取り組んだ熱意、工夫などが 4 年生に伝わったことを知り励まされた。また模擬授業の同じ場面が、
観点により正反対の評価となることも知った。
② 3 年生は、英語で進めるモデル授業（2）を視聴した 4 年生から日本語の説明なしでも絵、ジェスチャー
などを準備・活用すれば、英語で進める英語の授業ができるとの＜コメント（2）＞を読み、そうした英
語の授業を実践する方向性を全員が共有することができた。
③ 3 年生は、自分達の模擬授業②とモデル授業（2）と両方を視聴した 4 年生からそれまで 3 年生だけでは
気づけなかった模擬授業について細かな指摘を＜コメント（2）＞で具体的に受けた。
④ 3 年生は、自分達も見た「口頭導入の解説パワーポイント・スライド」を見た 4 年生から英語で授業を
進めためには、写真・実物を示すことが最重要であるとの指摘がある＜コメント（3）＞をもらった。
まとめ「共同学習」の成果：3年生の「振り返りレポート」より
4 年生には、それまでの 3 年生個々の振り返りレポートを提示せず、全体的に自省が不十分であることを
伝えたうえで実習経験者としてのアドバイスを求め、この形式での「共同学習」が課題の最終段階になるこ













は意識したが、やはり教師が語る時間が多くなってしまった。自分の模擬授業であれば、“I saw him cross 




また、S4J3 さんや S4J6 さんが指摘するように、教師の質問に対して生徒が答えられない場合、反応が
薄い場合があることを想定して、ヒントを用意しておくことも重要なポイントだと感じた。もちろん、生徒
が答えられない発問は用意しないことは大前提であり、展開の中で少しずつ発問の難易度を上げていけばそ


























































































②私は、自分の「課題」は大きく分けて、ずばり 3 つあると思います。1 つ目は、「発音・イントネーション・
声の大きさ・話す速さ」。2 つ目は、「一方通行な説明の禁止」。3 つ目は、「教材を探る」です。この他にも



































とに分けて 3 年生が有益と引用もしくは言及したアドバイスの出所はグループ（2）からは延べ 6、グルー
プ（3）からは延べ 11 あった。さらに（3）の内訳は表 4.となり特定の個人のアドバイスに集中しているわ




たと言えるのではないだろうか。「英語科教育法 B」受講登録の 3 年生 5 名は、自分達が学習者としては体
験したことがない「英語で進める英語の授業」をこれから運営・指導する英語科実習生の意識が実習経験者
の 4 年生との「共同学習」により芽生えたと言えるだろう。






















均項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
S3-1 4 3 3 3 3 4 4 3 3 4 3 2 3 3 4 4 3 4 4 3 4 4 3 3 3.4
S3-2 4 4 4 3 3 2 2 3 3 4 3 2 4 4 3 3 4 4 4 3 3 4 2 2 3.2
S3-3 4 3 4 4 4 3 4 4 4 3 4 3 4 4 3 3 3 4 4 3 3 4 3 3 3.5
S3-4 4 5 4 3 4 4 1 1 4 5 4 3 3 5 4 3 5 4 4 3 1 3 2 2 3.4
S3-5 4 3 3 4 4 4 3 3 3 4 4 3 3 4 4 3 4 4 4 4 4 3 3 3 3.5
M 4.0 3.6 3.6 3.4 3.6 3.4 2.8 2.8 3.4 4.0 3.6 2.6 3.4 4.0 3.6 3.2 3.8 4.0 4.0 3.2 3.0 3.6 2.6 2.6 3.4
SD 0.0 0.8 0.5 0.5 0.5 0.8 1.2 1.0 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5 0.6 0.5 0.4 0.7 0.0 0.0 0.4 1.1 0.5 0.5 0.5 0.5
S4J-1 2 2 3 2 2 3 2 2 2 3 3 2 2 2 2 4 3 3 3 3 3 3 2 2 2.5
S4J-2 5 3 5 3 4 5 3 4 3 5 5 4 4 5 5 4 5 5 3 4 5 5 4 4 4.3
S4J-3 4 3 3 3 3 2 4 2 2 4 2 2 2 4 3 3 2 4 4 4 4 4 4 4 3.2
S4J-4 4 2 4 3 4 4 3 3 2 4 4 4 2 5 5 5 3 5 5 4 5 5 2 5 3.8
S4J-5 4 4 4 2 4 4 4 3 2 3 4 3 4 4 3 3 4 4 4 4 3 2 2 2 3.3
M 3.8 2.8 3.8 2.6 3.4 3.6 3.2 2.8 2.2 3.8 3.6 3.0 2.8 4.0 3.6 3.8 3.4 4.2 3.8 3.8 4.0 3.8 2.8 3.4 3.4
SD 1.0 0.7 0.7 0.5 0.8 1.0 0.7 0.7 0.4 0.7 1.0 0.9 1.0 1.1 1.2 0.7 1.0 0.7 0.7 0.4 0.9 1.2 1.0 1.2 0.9
S4E-1 4 4 3 3 4 3 3 4 4 3 4 3 4 4 4 4 3 3 4 3 4 3 4 4 3.6
S4E-2 2 3 2 4 5 4 3 3 3 4 3 3 4 4 4 4 3 4 4 3 4 4 4 4 3.5
S4E-3 4 4 3 3 4 4 3 4 4 2 2 2 3 4 3 3 4 5 5 3 3 4 4 3 3.5
S4E-4 3 4 2 2 4 4 2 4 3 3 4 1 3 5 4 4 5 4 4 3 4 4 2 3 3.4
M 3.3 3.8 2.5 3.0 4.3 3.8 2.8 3.8 3.5 3.0 3.3 2.3 3.5 4.3 3.8 3.8 3.8 4.0 4.3 3.0 3.8 3.8 3.5 3.5 3.5
















均項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
S4J-1 5 5 5 4 5 5 5 4 5 5 4 5 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4.8
S4J-2 3 5 4 3 5 5 3 4 4 4 5 4 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4.5
S4J-3 4 4 5 4 3 3 3 5 5 5 5 4 4 4 5 5 4 3 3 4 4 4 4 4 4.1
S4J-4 2 5 2 5 5 4 5 5 5 5 5 5 3 4 3 5 2 3 3 5 3 3 5 5 4.0
S4J-5 5 4 5 　 5 4 4 5 5 5 4 4 4 4 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4.2
M 3.8 4.6 4.2 4.0 4.6 4.2 4.0 4.6 4.8 4.8 4.6 4.4 4.0 4.0 4.4 4.6 4.0 4.0 4.0 4.6 4.2 4.2 4.6 4.6 4.3
SD 1.2 0.5 1.2 0.7 0.8 0.7 0.9 0.5 0.4 0.4 0.5 0.5 0.6 0.0 0.8 0.8 1.1 0.9 0.9 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.7
S4E-1 5 5 5 4 5 5 5 4 5 4 5 5 5 5 5 5 5 4 4 5 5 5 5 5 4.8
S4E-2 4 5 4 4 5 5 3 5 5 5 4 4 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 4.7
S4E-3 4 4 4 4 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4.8
S4E-4 5 5 5 5 5 4 4 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5 4 4 5 5 5 5 5 4.8
M 4.5 4.8 4.5 4.3 5.0 4.8 4.3 4.5 5.0 4.8 4.8 4.8 5.0 5.0 4.8 4.8 5.0 4.5 4.5 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 4.8
SD 0.5 0.4 0.5 0.4 0.0 0.4 0.8 0.5 0.0 0.4 0.4 0.4 0.0 0.0 0.4 0.4 0.0 0.5 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3
5：かなり必要　　4：ある程度必要　　3：どちらともいえない　2：あまり必要ない　1：まったく必要ない
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表３．アンケート項目一覧
基本的教育機能 教室英語の使用項目


















始業とともに、挨拶、天候や日付・曜日、出席確認を行い、直後に 1 ～ 2 分の
SmallTalk をすることができる
8
授業の展開や配付した worksheet について活動の意図や目的などを簡潔に説明する
ことができる
9 授業運営上必要な指示・命令を（Simple/Short/Clear に）与えることができる
10
授業内の生徒の反応（Q&A, 発表時など）に対して適切な評価をすることができる
（例：Almost.Tryagain.Good.Great.など）
C 11
教科書の文章・絵に直接的、明示的に示されている内容・事柄について発問をする
ことができる
英語・英文の内
容理解の促進
12
教科書の文章・絵に暗示されている内容・事柄を考えさせる発問を易から難へ段階
的にすることができる
13
教科書の文章・絵の内容に関する生徒個人的の意見・感想を問う発問をし、生徒の
言いたい事をくみ取り言わせることができる
14 必要と思われる内容を同じ表現で繰り返し述べることができる
15 教科書とは別の具体的な例を提示して生徒の理解を深めることができる
16 教科書と同じ内容を表現をかえながら話し、生徒の理解を促すことができる
D 17
生徒の発話に対して身体反応や相槌（例："Uh-huh.""Right.""Oh,areyou?" など）に
よって反応することができる
表現内容のふく
らまし、構造と
の関連づけ
18
生徒自身や身近な事柄について答えがほぼ決まっている質問をすることができる　
（例：Whattimedidyougotobedlastnight?）
19
生徒自身や身近な事柄について答えが複数ある質問をすることができる　（例：
WhatdidyoudolastSunday?）
20
生徒が発話が開始できない・継続できない場合に生徒の気持ちをくみ取りながら適
切なヒントを与えることができる
21
生徒の不明瞭な発話を確認して言い直させたり継続させることができる　（例：
Pardon?Couldyousaythatagain?）
22
生徒の発話を再度述べて次の発話を促すことができる　（例：S1:　IwatchedTV　
lastnight.T:Oh,youwatchedTVlastnight.WhatTVprogramdidyouwatch?）
23
生徒が話そうとしている内容をくみ取り、聞き手側に理解できる英語で代弁したり、
広げたりすることができる
24
生徒の発話の「誤り」を判定し、それに対して学習段階と場面に応じて明示的・暗
示的に発話修正を促すことができる
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表４．　3 年生が「言及・引用した」4 年生からのアドバイス
グループ 学生番号 言及・引用数
（2）
日本語で
授業
S4J-1 1
S4J-2 0
S4J-3 2
S4J-4 0
S4J-5 3
小計 6
グループ 学生番号 言及・引用数
（3）
英語で
授業
S4E-1 2
S4E-2 4
S4E-3 3
S4E-4 2
小計 11
